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2.1.9 数値化が困難な指標等の取り扱い 
 

通常の観測や統計で数値化が困難な親水性や景観、あるいは数値化指標は設定できたとし

ても住民にとって具体的なイメージを想起しにくい指標等は、水循環計画が目指しているイ

メージや改善状態の状況をイラスト等で表現することにより、直感的に分かりやすく伝えら

れる場合がある。 
また、行政側の施策状況や実施効果に関する評価を行う一方、住民協働を謳い流域が一体

となって取り組む趣旨から、住民側にも目標指標を設定している事例がある。このような指

標は努力目標的な内容で、住民側の同意の下に設定しているが、達成時にはモチベーション

の向上に、また達成しなくとも日常的な意識向上に資する効果を期待している。 
 
＜解説＞ 
 

(1) 数値化指標を理解し易く表現した事例 

「横浜市水環境計画ゆめはま水環境プラン」の事例を示します。 
目標指標値の具体的イメージ、および現状と達成目標の位置付けについて、視覚的に理解

しやすい表現をしています。 

表 2-5 水質目標を表現した事例(横浜市水環境計画ゆめはま水環境プランより抜粋) 
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(2) イメージにより将来の姿を表現した事例 

平常時流量を回復した場合や、地下水涵養により湧水が復活して親水性が向上した場合の

イメージを表現した事例を示します。 

 
和泉川流域水循環再生行動計画(案)より引用 

 
港区水循環マスタープランより引用 

図 2-10 平常時流量回復時や湧水復活時の親水性向上のイメージを表現した事例 
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(3) 住民、ＮＰＯ等を含む流域関係主体の目標設定の事例 

広瀬川創生プランでは、流域の各主体が表 2-6 に示す考え方に基づき評価シートを期首に

作成し、年度末に自己評価および協議会での相互評価を行っています。 
住民活動に関しては、ノルマ的な内容ではなく努力目標あるいは意識啓発的な目標内容と

することで、モチベーションの維持・向上に資するツールとして活かされています。 
 

表 2-6 流域の関係主体共通の目標設定の考え方(広瀬川創生プランより引用) 

 

 
 


